
● 品質価値向上による「理
想のライフデザイナー」
の実現

●「健康」を軸としたCSV
プロジェクトの推進

　「スミセイ中期経営計画2019」では、「企業価値
（EV）」、「保有契約年換算保険料」、「生前給付保障・医
療保障等の保有契約年換算保険料」を計数目標として
掲げました。2018年7月に発売した“住友生命

「Vitality」”は40万件を達成するなどご好評いただい
ているものの、金利が当初の想定より低下したことな
どを受けて、いずれの計数目標も目標を下回りました。

　2017年度からスタートした3か年計画「スミセイ中期経営計画2019」では、当社ならではの健康増
進型保険“住友生命「Vitality」”を発売したほか、グループ会社を拡大して総合力を向上させるなど、
着実に取組みを前進してまいりました。
　遂行状況を振り返ると、もっと社会やお客さまのお役に立つために“住友生命「Vitality」”に関する
活動の参加者を拡大することや、グループ会社の強みを活かして商品ラインアップの充実や利便性向
上を図ることなど、次期への経営課題も明確になりました。

スミセイ中期経営計画2019

振返りと次期への課題
～お客さまのための新たな価値づくりに挑戦し、ともに未来を創る～

2017-2019年度

中期経営計画の枠組み（概要）

ブランド
戦略

● 品質価値をさらに高めることで、お客さまにとっての「理想のライフデザイナー」実現に取り組む
● 「健康」を軸とした取組みを通じて「お客さま」「社会」「会社・職員」との共有価値を創造するCSV

プロジェクトを推進

事業基盤
● 事務･サービス品質の維持・向上
● 働き方変革推進、ガバナンスの高度化、ＥＲＭ経営の推進等サービス 経営基盤

重点取組
事業

以下の４事業分野における収益基盤の拡大・多様化に取り組む

４
つ
の
事
業
分
野

資産運用

海外事業

金融機関等代理店
保険ショップ

マ
ル
チ

チ
ャ
ネ
ル

スミセイ
ライフデザイナー

資本を活用した
リスクテイク

変化する
お客さまニーズへの
的確な対応の推進

● 販売・サービス体制の強化
● 機動的な商品供給、

他の金融機関等との
アライアンス推進

● 資産運用の高度化
● 出資先の企業価値向上、
　収益貢献
● 人材育成

将
来
を
見
据
え
た

戦
略
的
投
資

お客さま
本位の

業務運営

経営資源の
最適活用

オープン・
イノベーション

の推進

FinTechの
戦略的活用

お客さまからみて『薦めたい』会社、職員からみて『いきいきと働ける』会社、
社会からみて『なくてはならない』会社

目指す姿 中期経営計画最終年度（2019年度）のさらにその先に向けて、収益基盤の拡大・多様化を図りつつ、
お客さま、社会、会社・職員の「共有価値創造（CSV）」の実現に取り組むことで、次の姿を目指す。

▶「スミセイ中期経営計画2019」全体像

ブランド戦略
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点
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業

スミセイ
中期

経営計画
2022

（Action）

スミセイ中期経営計画2019
（Plan）

遂行状況
（Do）

次期への課題
（Check）

▶取組みの振返りと次期への経営課題

▶計数目標の遂行結果（2019年度末） 

マ
ル
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チ
ャ
ネ
ル

● 変化する多様なお客さ
まニーズへの的確な対
応（販売・サービス体制
の強化、提携戦略の推
進）

● 資本を活用したリスクテ
イク（ 資 産 運用の高 度
化、海外出資先の企業価
値向上と収益貢献等）

● 事務・サービス品質の維
持・向上

● 働き方変革推進、 ガバ
ナンスの高度化、ERM
経営の推進等

品質価値向上に向けた取組み

CSVプロジェクトの推進

契約手続きの電子化

働き方変革に向けた
WPIプロジェクト始動

発売
提携商品の供給

 グループ会社
の拡大

リスクテイクによる運用収益力向上と
リスクコントロールの強化

“住友生命「Vitality」”活動への
参加者を拡大し

「健康長寿社会」へ貢献

グループ会社の
強みを活かして

商品ラインアップを充実し
お客さまの利便性を向上

低金利状況下における
さらなる運用収益力向上

海外出資先の収益力と
企業価値を向上

デジタル化の推進

柔軟で多様な人材の育成

 海外保険会社への出資

※1 住友生命＋メディケア生命の合算。

世界的な金融緩和の影響等により金利が想定を下回ったことが主
因で目標比▲6,721億円となりました。

金利の低下に伴い、貯蓄性商品の商品魅力が低下したことが主因
で目標比▲269億円となりました。
生前給付保障・医療保障等は3か年増加率＋6.7％となるも、目標を
若干下回りました。

● 生前給付保障・医療保障等 保有契約年換算保険料
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住友生命の成長戦略



● 品質価値向上による「理
想のライフデザイナー」
の実現

●「健康」を軸としたCSV
プロジェクトの推進

　「スミセイ中期経営計画2019」では、「企業価値
（EV）」、「保有契約年換算保険料」、「生前給付保障・医
療保障等の保有契約年換算保険料」を計数目標として
掲げました。2018年7月に発売した“住友生命

「Vitality」”は40万件を達成するなどご好評いただい
ているものの、金利が当初の想定より低下したことな
どを受けて、いずれの計数目標も目標を下回りました。

　2017年度からスタートした3か年計画「スミセイ中期経営計画2019」では、当社ならではの健康増
進型保険“住友生命「Vitality」”を発売したほか、グループ会社を拡大して総合力を向上させるなど、
着実に取組みを前進してまいりました。
　遂行状況を振り返ると、もっと社会やお客さまのお役に立つために“住友生命「Vitality」”に関する
活動の参加者を拡大することや、グループ会社の強みを活かして商品ラインアップの充実や利便性向
上を図ることなど、次期への経営課題も明確になりました。

スミセイ中期経営計画2019

振返りと次期への課題
～お客さまのための新たな価値づくりに挑戦し、ともに未来を創る～

2017-2019年度

中期経営計画の枠組み（概要）

ブランド
戦略

● 品質価値をさらに高めることで、お客さまにとっての「理想のライフデザイナー」実現に取り組む
● 「健康」を軸とした取組みを通じて「お客さま」「社会」「会社・職員」との共有価値を創造するCSV

プロジェクトを推進

事業基盤
● 事務･サービス品質の維持・向上
● 働き方変革推進、ガバナンスの高度化、ＥＲＭ経営の推進等サービス 経営基盤

重点取組
事業

以下の４事業分野における収益基盤の拡大・多様化に取り組む

４
つ
の
事
業
分
野

資産運用

海外事業

金融機関等代理店
保険ショップ

マ
ル
チ

チ
ャ
ネ
ル

スミセイ
ライフデザイナー

資本を活用した
リスクテイク

変化する
お客さまニーズへの
的確な対応の推進

● 販売・サービス体制の強化
● 機動的な商品供給、

他の金融機関等との
アライアンス推進

● 資産運用の高度化
● 出資先の企業価値向上、
　収益貢献
● 人材育成

将
来
を
見
据
え
た

戦
略
的
投
資

お客さま
本位の

業務運営

経営資源の
最適活用

オープン・
イノベーション

の推進

FinTechの
戦略的活用

お客さまからみて『薦めたい』会社、職員からみて『いきいきと働ける』会社、
社会からみて『なくてはならない』会社

目指す姿 中期経営計画最終年度（2019年度）のさらにその先に向けて、収益基盤の拡大・多様化を図りつつ、
お客さま、社会、会社・職員の「共有価値創造（CSV）」の実現に取り組むことで、次の姿を目指す。

▶「スミセイ中期経営計画2019」全体像

ブランド戦略

事
業
基
盤

サービス

経営基盤

資産運用

金融機関等
代理店

保険ショップ

スミセイ
ライフ

デザイナー

海外事業

重
点
取
組
事
業

スミセイ
中期

経営計画
2022

（Action）

スミセイ中期経営計画2019
（Plan）

遂行状況
（Do）

次期への課題
（Check）

▶取組みの振返りと次期への経営課題

▶計数目標の遂行結果（2019年度末） 

マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル

● 変化する多様なお客さ
まニーズへの的確な対
応（販売・サービス体制
の強化、提携戦略の推
進）

● 資本を活用したリスクテ
イク（ 資 産 運用の高 度
化、海外出資先の企業価
値向上と収益貢献等）

● 事務・サービス品質の維
持・向上

● 働き方変革推進、 ガバ
ナンスの高度化、ERM
経営の推進等

品質価値向上に向けた取組み

CSVプロジェクトの推進

契約手続きの電子化

働き方変革に向けた
WPIプロジェクト始動

発売
提携商品の供給

 グループ会社
の拡大

リスクテイクによる運用収益力向上と
リスクコントロールの強化

“住友生命「Vitality」”活動への
参加者を拡大し

「健康長寿社会」へ貢献

グループ会社の
強みを活かして

商品ラインアップを充実し
お客さまの利便性を向上

低金利状況下における
さらなる運用収益力向上

海外出資先の収益力と
企業価値を向上

デジタル化の推進

柔軟で多様な人材の育成

 海外保険会社への出資

※1 住友生命＋メディケア生命の合算。

世界的な金融緩和の影響等により金利が想定を下回ったことが主
因で目標比▲6,721億円となりました。

金利の低下に伴い、貯蓄性商品の商品魅力が低下したことが主因
で目標比▲269億円となりました。
生前給付保障・医療保障等は3か年増加率＋6.7％となるも、目標を
若干下回りました。

● 生前給付保障・医療保障等 保有契約年換算保険料

企業価値（EV）※1 保有契約年換算保険料※1

38,090

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

（億円）

37,660

2016

39,390

2018

40,257

2017 2019

31,291

2015

中期経営計画目標 4兆4,812億円

23,44025,000
20,000
15,000
10,000

5,000
0

（億円）
23,635

2017 2018

23,630

2019

23,523

2016

22,151

2015

中期経営計画目標 2兆3,710億円

5,9006,000

4,000

2,000

0

（億円）
5,730

2017

5,838

2018 2019

5,529

2016

5,354

2015

中期経営計画目標 5,964億円

住友生命2020年度　ディスクロージャー誌［統合報告書］ 23

｜住友生命の成長戦略｜スミセイ中期経営計画2019の振返り




